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—
—

大
使
の
初
め
て
の
来
日
は
、
高
校
生
時
代
の
一
九
八
〇
年
だ
っ

た
そ
う
で
す
ね
。

大
使　

ま
ず
北
海
道
池
田
町
で
一
ヵ
月
間
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
、
そ

の
後
、山
口
県
下
関
市
の
高
校
で
一
年
間
学
び
ま
し
た
。
こ
の
時
に
、

日
本
の
人
々
の
親
切
さ
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
日
本
文
化
の
魅
力
を

知
り
ま
し
た
。
九
〇
年
代
に
は
、
ユ
ー
ロ
ブ
ロ
ー
カ
ー
ズ
東
京
の
代

表
取
締
役
と
し
て
東
京
で
生
活
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
二
五
年
後

に
再
び
大
使
と
し
て
日
本
に
戻
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
現
在
で
も

東
京
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
活
気
あ
ふ
れ
る
、
安
全
な
都
市
で
す
ね
。

私
は
ま
た
、
日
本
各
地
を
旅
し
て
お
り
、
例
え
ば
伊
豆
半
島
の
下
田

市
で
よ
く
休
暇
を
過
ご
し
ま
す
。
日
本
食
も
彩
り
豊
か
で
大
好
き
で

す
。

—
—

経
営
者
と
し
て
の
長
い
キ
ャ
リ
ア
を
お
持
ち
で
す
が
、
駐
日

大
使
に
任
命
さ
れ
た
時
の
心
境
は
い
か
が
で
し
た
か
。

大
使　

駐
日
大
使
と
い
う
職
に
就
く
こ
と
は
、
と
て
も
名
誉
な
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
大
使
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
た
め
に
は
、
常

駐
日
カ
ナ
ダ
大
使

イ
ア
ン・マ
ッ
ケ
イ

駐
日
大
使
は
、
各
国
の
正
式
代
表
と
し
て

日
本
に
常
駐
す
る
唯
一
の
存
在
。

大
使
の
目
に
、
日
本
外
交
は
ど
う
映
る
の
か
。

カ
ナ
ダ
の
マ
ッ
ケ
イ
大
使
に
、
Ｇ
７
の
役
割
や

イ
ン
ド
太
平
洋
の
重
要
性
な
ど
を
聞
く
。

Ian G. McKay
クィーンズ大学で経営学修士号を取得。国際
金融市場でキャリアを積み、自由党のナショ
ナルディレクター、バンクーバー経済委員会
CEOなどを歴任。2018 年には対日特使とし
てCPTPPのカナダの最終交渉を補佐。21年
4月より現職。

イ
ン
ド
太
平
洋
へ
外
交
シ
フ
ト

Ｇ
７
で
連
携
深
ま
る
日
本
・
カ
ナ
ダ
関
係

駐
日
大
使
は
語
る
⑦【

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
構
成
】
小
南
有
紀
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に
全
力
で
仕
事
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
使
の
日
々

の
仕
事
は
、
と
て
も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
も
の
で
す
。
こ
の
仕
事

を
通
し
て
、
自
分
が
ど
れ
ほ
ど
カ
ナ
ダ
と
日
本
を
愛
し
て
い
る
の
か

再
認
識
し
て
い
ま
す
。

外
交
力
で
平
和
と
安
定
に
寄
与

—
—

カ
ナ
ダ
は
多
文
化
主
義
を
掲
げ
る
国
で
す
ね
。

大
使　

カ
ナ
ダ
は
「
移
民
の
国
」
で
あ
り
、
移
民
こ
そ
が
我
が
国
の

経
済
と
文
化
を
支
え
て
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
は
一
八
六
七
年
の
建
国
以

来
、
世
界
中
か
ら
の
移
民
を
歓
迎
し
て
お
り
、
言
語
・
服
装
・
祝
祭

な
ど
の
文
化
的
な
多
様
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
だ
け

で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
や
教
育
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
、
移
民
は
カ
ナ
ダ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

—
—

国
際
社
会
に
お
い
て
、
カ
ナ
ダ
は
ど
の
よ
う
な
外
交
的
役
割

を
志
向
し
て
い
ま
す
か
。

大
使　

カ
ナ
ダ
の
歴
史
が
英
国
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
が
移
り
住
ん
だ
こ

と
に
始
ま
る
よ
う
に
、
我
が
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
強
く
結
び
つ
い
て

い
ま
す
。
一
方
、
隣
国
の
米
国
と
も
強
固
な
関
係
を
築
い
て
お
り
、

カ
ナ
ダ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
米
国
の
間
で
外
交
の
舵
取
り
を
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
我
が
国
は
外
交
に
お
い
て
歩
み
寄

り
や
信
頼
が
い
か
に
大
切
か
を
学
ん
だ
の
で
す
。
私
は
カ
ナ
ダ
が

培
っ
て
き
た
外
交
力
を
、
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
は
日
本
と
も
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
両
国
は
価
値

を
共
有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
経
済
的
な
関
係
も
強
固
で
す
。

国
連
や
世
界
貿
易
機
関
な
ど
の
枠
組
み
で
も
、
両
国
は
緊
密
に
協
力

し
て
い
ま
す
。

—
—

カ
ナ
ダ
は
北
大
西
洋
条
約
機
構（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）の
加
盟
国
で
す
。

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
対
す
る
カ
ナ
ダ
の
立
場
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
。

大
使　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
に
、
我

が
国
は
最
も
強
い
言
葉
で
ロ
シ
ア
の
行
為
を
非
難
し
ま
し
た
。
我
が

国
は
二
〇
一
五
年
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
兵
士
の
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
の
戦
争
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
、
最
初
に
軍
事
的
・
経
済
的

支
援
を
行
っ
た
国
の
一
つ
で
す
。
さ
ら
に
、
対
ロ
シ
ア
経
済
制
裁
な

ど
で
も
、
カ
ナ
ダ
は
日
本
を
含
む
Ｇ
７
諸
国
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

—
—

現
在
、
米
国
と
中
国
の
間
で
も
緊
張
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

大
使　

米
中
両
国
は
、
非
常
に
大
き
な
経
済
力
と
軍
事
力
を
有
す
る

国
家
で
す
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
戦
争
は
誰
に
と
っ
て
も
望
ま
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
ロ
シ
ア
に
対
す
る
Ｇ
７
の
対
応
の

よ
う
に
、
世
界
が
侵
略
行
為
を
認
め
る
こ
と
は
な
い
と
中
国
に
示
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
外
交
力
を
持
つ
カ
ナ
ダ
と
日
本
が
手
を
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携
え
て
、
地
域
の
平
和
と
安
定
に
寄
与
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
ド
太
平
洋
へ
シ
フ
ト
、
深
ま
る
日
本
と
の
協
力

—
—

日
本
・
カ
ナ
ダ
関
係
の
歩
み
に
つ
い
て
、
大
使
は
ど
の
よ
う

に
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

大
使　

両
国
は
長
年
に
わ
た
っ
て
緊
密
な
協
力
関
係
に
あ
り
、「
同

盟
国
」
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
近
年
、
カ
ナ
ダ
は
日
本
へ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
食
料
の
輸
出
を
増
や
し
て
お
り
、
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
と
食
料
安
全
保
障
の
力
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
や
サ
イ
バ
ー
技
術
の
発
展
は
著

し
く
、
経
済
安
全
保
障
の
分
野
で
も
我
が
国
は
日
本
の
パ
ー
ト
ナ
ー

で
す
。
例
え
ば
、
電
気
自
動
車
バ
ッ
テ
リ
ー
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

を
中
国
が
席
巻
し
て
い
ま
す
が
、
カ
ナ
ダ
と
日
本
は
新
た
な
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
で
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ト
ル
ド
ー
首
相

と
岸
田
首
相
が
お
互
い
を
信
頼
し
合
っ
て
い
る
こ
と
も
、
両
国
の
連

携
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

—
—

カ
ナ
ダ
は
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
へ
の
関
心
を
強
め
て
い
ま
す
ね
。

大
使　

冒
頭
で
申
し
上
げ
た
通
り
、
カ
ナ
ダ
は
歴
史
的
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
お
よ
び
米
国
と
強
く
結
び
つ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

二
〇
二
二
年
一
一
月
に
カ
ナ
ダ
が
「
イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
」
を
発
表

し
た
こ
と
は
、
大
き
な
外
交
上
の
シ
フ
ト
だ
と
い
え
ま
す
。
同
戦
略

は
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
が
二
一
世
紀
の
政
治
的
・
経
済
的
な
中
心
に

な
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
五
つ
の
柱—

—

①
平
和
、
強
靭
性
、

安
全
保
障
の
促
進
、
②
貿
易
、
投
資
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭

性
の
拡
大
、
③
人
的
投
資
と
人
の
つ
な
が
り
の
拡
大
、
④
持
続
可
能

で
グ
リ
ー
ン
な
未
来
の
構
築
、
⑤
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
積
極
的
な
関
与—

—

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
、
日
本
は
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
最
も

強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
カ
ナ
ダ
は
日
本
と
の
間
で
培
っ
た
深
い

協
力
関
係
を
、
他
の
イ
ン
ド
太
平
洋
諸
国
と
の
間
に
も
拡
大
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
日
本
周
辺
の
安
全
保
障
環
境
に
も
大
き
な
関
心

を
持
っ
て
お
り
、
地
域
の
平
和
と
安
定
の
た
め
に
防
衛
分
野
で
の
日

本
と
の
協
力
も
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

—
—

大
使
は
首
相
の
対
日
特
使
と
し
て
、「
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定
（
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）」

の
最
終
交
渉
を
補
佐
さ
れ
ま
し
た
。

大
使　

ト
ル
ド
ー
首
相
か
ら
私
に
与
え
ら
れ
た
任
務
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を

「
包
括
的
及
び
先
進
的
」
な
も
の
に
格
上
げ
す
る
こ
と
で
し
た
。
な

ぜ
な
ら
、
貿
易
協
定
は
人
権
、
労
働
基
準
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
全

加
盟
国
の
発
展
な
ど
に
配
慮
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら

で
す
。
こ
の
協
定
の
包
括
性
と
先
進
性
を
実
現
す
る
上
で
、
カ
ナ
ダ

は
大
き
く
貢
献
で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
と
日
本
の
二
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国
間
を
見
て
も
、
貿
易
は
い
っ
そ
う
活
発
化
し
て
お
り
、
ま
さ
に

Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
成
功
例
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

—
—

五
月
に
は
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
広
島
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
使　

カ
ナ
ダ
は
一
九
七
六
年
に
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
以
来
、

Ｇ
７
の
枠
組
み
を
非
常
に
重
視
し
て
き
ま
し
た
。
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ

ト
は
、
核
兵
器
使
用
が
ど
れ
ほ
ど
悲
惨
な
結
末
を
招
く
の
か
を
、

あ
ら
た
め
て
世
界
に
発
信
す
る
機
会
に
な
る
は
ず
で
す
。
現
在
、

ロ
シ
ア
が
核
兵
器
使
用
を
ち
ら
つ
か
せ
て
い
ま
す
。
日
本
周
辺
で

も
、
北
朝
鮮
が
核
兵
器
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る

の
に
加
え
、
南
シ
ナ
海
や
台
湾
海
峡
で
の
中
国
の
挑
発
的
な
行
動

も
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
で
、
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
広

島
と
い
う
場
所
で
開
催
さ
れ
る
意
義
は
大
き
い
の
で
す
。

—
—

日
本
と
カ
ナ
ダ
の
間
で
は
、
七
二
組
の
姉
妹
都
市
提
携
が
結

ば
れ
て
お
り
、
人
的
交
流
も
活
発
で
す
。

大
使　

私
の
出
身
地
、ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
ペ
ン
テ
ィ

ク
ト
ン
市
は
北
海
道
池
田
町
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
で
お
り
、
私

が
高
校
生
の
時
に
池
田
町
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
の
も
そ
の
縁
で

す
。
現
在
の
私
が
あ
る
の
は
、
両
国
の
自
治
体
同
士
の
友
好
関
係
の

お
か
げ
だ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

文
化
、
学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
と
い
っ
た
分
野
で
も
両
国
の
人

的
交
流
は
活
発
で
す
。
実
際
に
、
在
日
カ
ナ
ダ
大
使
館
で
は
、
併
設

さ
れ
て
い
る
高
円
宮
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
カ
ナ
ダ
の
芸
術
作
品
を
多

数
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
両
国

の
国
民
同
士
が
お
互
い
を
知
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
は
日
本
の
一
八
〜
三
〇
歳
の
方
々
向
け
に
、ワ
ー
キ
ン
グ
・

ホ
リ
デ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
お
り
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

使
え
ば
最
大
一
二
ヵ
月
間
、
カ
ナ
ダ
で
就
学
、
就
労
、
観
光
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
日
本
の
皆
様
に
、
カ
ナ
ダ
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　

カ
ナ
ダ
と
日
本
の
関
係
が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と

は
、
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
大
使
館
は
一
丸
と
な
っ
て
、
両
国
の
さ

ら
な
る
友
好
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
●

2023 年1月11～12日、岸田首相はカナダのオタ
ワを訪問し、トルドー首相と会談した（内閣広報室）




